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平成8 年度上半期
財政状況を公表します

区では、区の財政の実態を皆さ
んに正しく理解していただくため
に、財政状況を年2 回、6 月と12
月に公表しています。今回は8 年
度上半期の執行状況等についてお
知らせします( 図表は8 年9 月30
日現在のものです)。

上
半
期
予
算
の
執
行
状
況

一
般
会
計
は
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
対
前
年
度
当
初
比
7
%
減
の
予
算

規
模
と
な
n
ま
し
た
が
、
予
算
計
上
し

た
福
祉
施
策
や
都
市
基
盤
整
備
事
業
を

着
実
に
推
進
」ぶ
{し
た
。
し
粐
じ
、
特

別
紙
税
等
の
影
響
に
よ
る
歳
入
不
足
か

ら
9
年
振
り
に
一
時
借
入
を
行
う
な

ど
、
区
を
取
n
喬
く
財
政
環
境
は
さ
ら

に
厳
し
さ
聚
眉
し
て
い
ま
す
。
国
民
健

康
保
険
・
老
人
保
健
医
療
の
Z
特
別
会

計
は
高
齢
化
の
進
展
等
に
よ
る
医
療
費

の
増
に
よ
り
、
着
実
に
財
政
規
模
が
膨

ら
ん
で
い
零
T

。
特
に
国
保
会
計
に
つ

い
て
は
、
8
年
4
月
に
保
険
料
が
改
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
約
9
0億
円
を
財
源
補

て
ん
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
繰
り
胆
し

て
お
り
、
ふ嶇
さ
ら
に
増
加
す
杳

左

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
ま
。

各
会
計
予
算
の
執
行
状
況
は
別
表
の

と
お
り
で
す
。

上
半
期
に
実
施
し
た
主
な
事
業

▽
統
合
新
F
舎
見
成
・
庁
舎
移
転

▽

花
畑
セ
ン
タ
ー
新
装
オ
ー
プ
ン

▽
戸

籍
情
報
シ
ス
テ
ム
・
福
祉
竪
にシ
ス
テ

ム
稼
動

▽
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
西
綾
瀬
オ
ー
プ
ン

▽
巡
回
型

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拡
充

マ
都
市
型
C
A
T
V

の
促
進
お
よ
ぴ
電

波
障
害
解
消
対
策
事
業
の
実
施

問
先
卜
予
算
課
財
政
係

一 時 借 入 金 と は

財政運営上、一i 昨的に収入
と支出が不均衡となり、支払
資金に不足が生じることがあ
ります。この場合年度内に返
済することを条件に金融機関
から短期間、瑶金を借り入れ

財敢運営を行います。‘ 　
8*R卜爿! J 杤は5月20日～

31日までの12日間、85億円を
告り入れました。 。。_。。。。・d

平成8 年度各会計予算執行状況 区有財産の状況

特別区債の現在高
区の施設、道路、公箘などの大規摸な建設事業等には、一時的に多
額の財源か必要になります。その財源補充のため区が長期にわたっ
て借り入れた資金の状況です

< 一般会計分>

< 用地特別会計分>

区民1 人当たりの区民税負担額と区支出額 人 口 は賦 課 期日( 1 月1 日 現 在)

都市型CATV 開局記念番 組より

あだち広報の発行日は、12月は5 日・15日、1月は1 日( エクスプレス号)・15日・25日となります
なお、宿泊施設インフォメーションと健康カレンダーは、12月15日号をご覧ください
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国

民
健

康

保
険

の

お
知

ら
せ

忘れずに

就
職
・
退
職
し
た
ら

や
め
る

加

入

の

手

続

き

を

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
区

内
に
す
ん
で
い
る
方
(
外
国
人
を
含
む
)

は
、
万
一
の
男
気
や
ヶ
ガ
に
備
え
て
。

必
ず
公
的
な
壥
康
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ぱ
な
n
ま
せ
ん
。
動
務
先
の
健
康
保

臉
等
(
社
会
保
険
等
)
に
加
入
し
て
い
な

い
方
は
、
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
が

必
要
で
す
(
た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給

の
方
は
除
く
)
。

退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
村
な
g
貰
禳
し
て
職
場
の
健
康

保
謦
愿
退
し
た
方
や
そ
の
扶
養
家
族

の
方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

手
続
き
が
必
要
で
T
。
届
け
出
が
遅
れ

た
場
合
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌
日
ま

で
(
9
年
t
月
か
ら
は
最
長
1
年
)
さ
か

の
ぼ
っ
て
か
か
ひ
豕
y
。
医
療
給
付
(
保

険
診
凍
扱
い
)
は
原
則
と
し
て
さ
か
の

ぼ
n
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に
手
続
き
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

申
込
卜
職
場
の
健
康

保
険
を
や
め
た
証
明
一
簣
格
喪
失
証

明
書
、
離
職
票
、
退
職
証
明
書
な
ど
、

や
め
た
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
)
、

届
出
人
の
印
鑑
/
家
族
が
す
で
に
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
は
、

国
民
健
康
保
険
証
/
7
0歳
未
満
の
方

で
、
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
(
国
民
年

金
を
除
く
)
の
受
給
者
は
、
年
金
証
s

ま
た
は
年
金
裁
定
通
知
書
を
窓
口
に
持

参

※
届
出
大
が
代
理
人
禾
大
お
よ

び
同
一
世
帯
員
以
外
の
方
)
の
場
合
は
、

保
険
証
は
翌
日
郵
送
と
な
n
汞
歹

就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
会
社
な
ど
に
就
職
し
て
新
た
に
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
」
だ
方
や
、
そ

の
扶
養
家
族
に
な
っ
た
有
ほ
、
国
民
健

康
保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要
で

す
。
会
社
弱
冫
か
ら
国
民
健
康
保
険
課

に
は
何
も
連
絡
が
な
い
た
め
、
手
続
き

を
」
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
た
埀
資
な
っ
て
し
ま
い
拿
y
。
必

ず
や
め
る
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
(

勤
務
先
の
健
康
保
険
証
、
国
民
健
康

保
険
証
、
届
出
人
の
印
眼
を
窓
口
に
持

参
)
。
な
お
、
就
職
日
以
降
は
国
民
健

1

康
保
険
証
は
苳
余
せ
ん
。
ご
注
意
ぐ

だ
さ
い
。

-
い
ず
れ
豢
卜

変
更
後
1
4
R以
内
に
手
続
煮
を
し
て

く
だ
さ
い
。

申
先
卜
各
区
民
事
務
所

吏

ほ
国
民
健
康
保
険
課

問
先
日
資
格
賦
課
係

加入ややめる手続きは
就職や退職によって
自動的にはされません。
ご自分で手続きを!

保
険
料
の納

め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険
料
の
駟
期
限
は
毎
月

末
旺
で
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。
特
別

迪
由
も
な
く
納

め
な
い
で
い
る
と
、
税
啻
な
ど
と
同
じ

ぷ
つ
に
財
産
の
差
し
押
沓
貨
芬
を
受

け
9

にと
も
あ
口
4
チ

。

問
先
卜
濳
納
整
理
第
一
・
二
係

嘱
託
員
が
訪
問
し
て
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
料
は
、
毎
月
末
日
ま

で
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

り
孚
か
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
叮
納

め
β
れ
な
か
っ
た
お
宅
に
、
徴
収
嘱
託

員
が
集
金
に
お
う
か
が
い
し
て
い
ま

す
。
翦
蒔
間
は
、
夜
間
や
休
日
の
場

合
も
あ
ひ
豕
す
。
ま
た
、
保
険
料
の
徴

収
に
際
し
て
、
身
分
等
で
不
審
の
点
が

あ
Q
F

処
ら
、
還
享
な
ぐ
身
分
証
明

書
の
提
示
夲
汞
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
卜
灣
駟
整
理
第
丁

二
係

納
付
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

病
気
、
倒
豕
硲
こ
の
事
情
に
よ
っ
て

保
険
料
の
納
付
が
遅
れ
て
い
る
方
は
、

納
付
方
法
に
つ
い
て
い
つ
で
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
先
日
濳
駟
整
理
第
一
・
二
係

出
張
・
夜
間
納
付
相
談

を
開
催
し
ま
す

保
険
料
の
納
付
相
談
を
に
た
い
の
だ

け
れ
ど
、
屋
間
喘
冫
P

そ
も
登
励

悪
い
、
区
役
所
ま
で
出
か
け
ら
れ
な

い
、
そ
9

夊
な
万
は
、
こ
の
機
会
に

ご
つ
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
日
程
等
=

表
1

問
先
卜
滞
納
整
理
第
丁

二
係

事情により 納められない方
は、分割など納付相談も
行っております。どうぞ、
お気軽にご相談ください。

国 民健康保険についてのお問い合わせは

国民健康保険課・各係へ

3880- 5111( 代)

表1　 出張・夜間納付相談開催日程

健康で元気な暮らしはみんなの願い

国民健康保険の財政状況は
今、厳しい

状況にあります

国
民
留
霧
険
制
度
は
、
病
気
や
ケ

ガ
を
し
て
も
安
心
し
て
病
院
に
か
か
る

こ
と
が
で
瘴
叉
と
い
丐
干
(
切
瑟
i
一
制

廈
で
す
。
私
た
ち
の
生
活
に
密
着
じ
て

お
り
、
日
枩
篦
寿
国
に
し
た
制
度
と

し
て
も
高
ぐ
評
蜃
£
‥
て
い
求
y
。
し

か
し
今
、
そ
の
国
保
を
支
え
盃
町
政
基

盤
が
弱
く
な
り
、
危
機
的
と
も
い
え
る

状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
毒
y
。
そ
の

ま
な
原
因
と
し
て
は
、

①
高
齢
化
に
よ
る
医
療
費
の
増
加

i

箏
の
進
歩
に
よ
ゑ
i

費
の
増
加

③
不
景
気
都
轟
嵩
齢
化
に
よ
る
保
険

料
の
伸
び
覃
の
低
下

が
あ
げ
β
9

詈

。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

保
険
料
が
国
保
を
支
え
て
い
ま
す

皆
さ
ん
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た

時
に
支
払
£
器
ほ
、
奪
際
に
か
か
っ

た
医
療
費
の
一
部
(
3
割
、
退
職
者
医

療
は
I
割
)
で
す
。残
口
の
7
髫
跫

立
区
の
国
保
が
支
払
っ
て
い
ま
す
。

※
こ
の
医
療
費
の
ま
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
の
が
皆
さ
ん
か
ら
お
支
払
い
い
た
だ
い

て
い
る
保
険
料
で
す
。
も
し
、
こ
の
保
険
料
を
納
め
な
い
人
が
い
る
と
、
き
ち
ん
と
納

め
て
い
る
全
め
間
に
不
公
平
が
起
乙
る
ぱ
か
り
で
な
く
、
国
保
の
健
全
な
運
営
に
支

障
が
出
る
こ
と
も
鴦
え
ら
れ
ネ
y
。

あっ 納 め忘
れ た

!

忙しくて保険料
の支払いに行け

ない方

口座振替
(自動払込み)
が便利です

口
座
振
替
(
自
動
払
沁
み
)
を
申
し
込

み
畧
t
と
、
お
届
け
の
口
座
か
ら
縊
月

自
動
的
に
保
険
料
豪
引
責
忝
苣
¥

チ

申
M
=
預
(
貯
)
金
口
座
の
あ
る
金
融
機

関
(
郵
便
局
を
霖
む
)‘素
ほ
国
民
健
康

保
険
課
窓
口
、各
区
民
事
務
所
に
預
(

貯
)
金
通
蠎
i

禳
印
、
保
険
証
寺
痔

参

問
先
=
収
納
管
理
係
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竹
の
塚
第
六
公
園

無
料
自
転
車
駐
車
場
を
一
時
閉
鎖
し
ま
す

竹
の
塚
笙
(
公
園
無
料
自
転
車
駐
車

場
は
、
9
年
1
月
か
ら
行
わ
れ
る
道
路

工
事
の
た
め
、
1
2
月
2
0
日
か
ら
全
面
閉

鎖
し
ま
す
。
期
間
中
、
代
替
え
無
料
自

転
車
駐
輪
場
を
、
竹
の
塚
五
丁
目
3
6
番

に
設
置
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
目
1
2
月
2
0
日
～
9
年
3
月
3
1
日
(

予
定
)
問
先
卜
自
転
車
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

1
2
月
3
1
日
現
在
で
丁
業
統
計
調
枩
七

行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
の
目
的
は
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
国
の
行
政
施

策
の
基
礎
資
料
と
す
る
も
の
で
す
ご
調

査
の
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
1
2
月
中

旬
か
ら
1
月
中
旬
ま
で
に
調
査
萌
が
う

か
が
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
対
象
凵
従
業
者
が
4
人
以

上
の
製
造
業
に
哄
す
る
事
業
所
/
従
業

者
が
3
人
以
下
で
特
定
業
種
に
該
当
す

る
製
造
業
に
属
す
る
事
業
所

問
先
卜

統
計
係

容
【
3
8
8
0

】
5
1
1
1
㈹

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

障
害
に
関
す
る
専
門
相
談
を
行
い
ま
す

理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
、言
語

療
法
士
、看
護
婦
等
リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
専
門
職・貝
が
障
害
に
関
わ
る
様
々

な
問
題
に
つ
い
て
相
談
、
指
導
、
専
門

機
関
の
紹
介
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
専
門
相
談

脳
卒
中
、
事

故
、
難
祠
等
で
体
が
不
臼
由
に
な
っ
た

方
の
身
体
機
能
や
日
常
生
活
動
作
に
つ

い
て言

語
専
門
相
談

脳
卒
中
、
事
故
、

難
祠
等
で
言
葉
等
が
不
自
由
な
方
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
に
つ
い

て
補
装
具
相
談

装
具
、義
手
、義
足
、

つ
え
、
車
い
す
等
の
製
作
・
修
理
、
福

祉
機
器
に
つ
い
て

自
助
具
相
談

調
理
、更
衣
、入
浴
、

排
泄
動
作
等
を
行
い
や
す
く
す
る
ぷ
つ

な
道
具
の
紹
介
、
製
作
に
つ
い
て

生
活
相
談

住
宅
、
進
路
、
就
労
等

の
相
談
や
柵
祉
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

健
康
相
談

障
害
者
の
健
康
保
持
、

増
進
に
つ
い
て

こ
の
ほ
か
、個
人
の
状
態
に
応
じ
た

リ
(
ビ
リ
通
所
訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
。

幸
死
、通
所
訓
練
に
つ
い
て
の
相
談
も

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。※
送
迎

バ
ス
を
利
用
で
癶
歪
す
の
で
、ご
相
談

く
だ
さ
い
場
・
問
先
卜
▽
国
道
4
号

線
目
光
街
道
)
の
東
側
お
よ
び
卞
庄

地
区
の
カ
・
・
・
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
a
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

マ
4
号
線
西
側
お
よ
び
小
台
・
新
田
・

宮
城
地
区
の
方
=
・
西
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
{
一
一
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

ご
利
用
く
だ
さ
い
　
区
民
相
談
室

区
で
は
区
民
の
皆
さ
ん
に
役
立
つ
各

種
相
談
を
左
表
の
通
り
行
っ
て
い
ま

す
。困
っ
た
こ
と
や
、心
配
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
(
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
)
。

問
先
卜
区
民
相
談
室
〒
1
2
0
中
央
本
町
1
-

1
7
1
1

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

秋のしょうぶ沼公園
※ 土曜 ・日 曜・祝日はお休みです
ら住宅修繕等をお考えの方へ、区内建築業者の連合団体を紹介しています。電話でお申し込みください

政
治
家
等
の
寄
附
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

有
権
者
の
寄
附
要
求
も
禁
止
で
す

政
治
家
等
毋
豚
稲
芋
足
譽
畧
6
)
が

選
挙
区
内
の
人
に
寄
附
を
す
る
こ
と

は
、
い
か
な
る
名
目
で
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
寄
附
は
金
銭
に
限
ら
す

、
お

歳
暮
を
贈
る
こ
と
や
、
忘
年
会
で
酒
や

食
べ
物
を
ふ
る
ぶ
つ
こ
と
な
ど
も
で
き

ま
せ
ん
。
有
権
者
が
こ
れ
ら
を
求
め
る

こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
政
冶
家
等

に
強
要
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
政
治
家
等
は
、
年
賀
状
な
ど
の
あ

い
さ
つ
状
(
電
報
や
そ
れ
に
類
す
忌
)

の
を
含
む
)
を
出
京
」と
も
、答
礼
の

た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
啻
除
き
禁歪

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、
受
け
取

ら
な
い
」
が
、
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙

に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先

卜
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

保
健

ガ
イ

ド

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

成
人
病
と
骨
粗
し
よ
う
症
の
予
防

検
診
の
機
会
の
少
な
い
女
性
を
対
象

に
検
杏
亙
体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。

日
時
卜
W
鋸
日
(
水
)
、午
前
9
時
～

1
0
時
対
象
卜
1
8
歳
1
3
9
歳
ま
で
の
女

性
内
容
囗
体
脂
肪
率
測
定
、血
圧
、

血
液
(
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂

肪
・
貧
塵

、
尿
検
査
、
骨
密
度
測
定

等
定
員
=
4
0
人
(
先
着
順
)
　
費
用

卜
無
料
申
込
卜
往
復
(
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

期
限
卜
1
2月
1
3日
必
着

場
・
問
先
卜

足
立
保
健
所

〒
1
2
1
伊
興
町
一則
沼
1
1
5
7
1
6

`
一
一
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

が
ん
検
診
と成

人
健
康
診
査
(
無
料
)

過
去
1
年
以
内
に
、区
の
同
種
の
検

診
を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
。申
し
込

み
は
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ

ナ
)
、生
年
月
日
、性
別
、電
話
番
号
、

検
診
名
を
明
記
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
申
し

込
み
先
へ
。後
日
、受
診
`
害
案
内
を

お
送
り
し
朿
T
※
消
化
器
が
ん
検
診

は
、表
2
の
日
程
か
ら
検
診
日
、場
所
(

必
ず
第
3
希
J
霍
で
)
も
明
記

消
化
器
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
騅
孚
脇
が
か
検
診
で
す
。

日
程
等
卜
表
2
対
象
目
3
5
歳
以
上
の

区
民
※
胃
を
切
除
し
た
方
、胃
の
病

気
で
治
療
中
の
力
、妊
娠
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
期

限
卜
1
月
に
受
診
を
希
望
す
る
方
は
、

1
2月
1
5日
消
印
有
効

申
・
問
先
卜
足

立
保
健
所
保
健
予
防
課

干
1
2
1伊興
町
前
沼
1
1
5
7
1
6

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

女
性
が
ん
検
診

乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
の
早
期
発
見
に

役
立
ち
ま
す
。

対
象
卜
3
0歳
以
上
の

女
性
区
民

成
人
健
康
診
査

血
液
、
尿
、
必
要
に
応
じ
て
心
電
図

の
検
査
貨
に
否
行
い
、心
臓
、肝
臓
、

に
ん
臓
の
病
気
や
糖
尿
病
、高
血
圧
、

高
脂
血
症
等
に
つ
い
て
調
べ
ま
す
。

対
象
卜
4
0
歳
以
上
6
4
歳
(
昭
和
6
年
4

月
1
日
以
降
生
ま
れ
)
ま
で
の
区
民
-

「女
性
が
ん
検
診
」
「成
人
健
康
診
査
」　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
い
ず
れ
も
卜
　

日
時
卜
受
診
票
の
指
定
期
間
内
に
受

趁
医
療
機
関
と
相
談
の
う
凡
受
診
場

所
H
区
内
実
施
医
療
機
関
申
・
問
先

卜
保
健
予
防
係
〒
1
2
0
中
央
本
町
1
1

1
7
-
1
`
‘
(
3
8
8
0
)
5
1
1
㈹

表2　 消化器がん検診(× 線撮影と検便による検診)

※ 足立 保健 所は､希望さ れる方か多く､ 翌月になることがありま すのでご了承く ださい。
なお、中央 本町保健 相談所は、回数か多く 、希望日に受診し やすくな っています

掲
示
板

「冬
の
鳥
類
園
と
水
族
園
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
」隅
田
川
の
橋
や
水
辺
の
景

観
、話
題
の
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
・

臨
苺
副
都
心
を
船
上
か
ら
楽
し
み
、冬

鳥
の
観
察
と
水
族
園
を
見
学
し
ま
す
。

双
眼
鏡
の
貸
し
出
し
も
あ
口
ま
す
。

日
程
卜
3
月
中
旬
ま
で
の
火
卜
金
曜
日

コ
ー
ス
ト
両
国
(
午
前
1
0
時
3
0
分
発
、

金
曜
日
は
9
時
3
0
分
発
)
↓
隅
田
川
・

レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
↓
萵
西
臨
海
公

園
(
鳥
類
園
、
水
族
園
見
学
)
↓
現
地

解
散
費
用
卜
大
人
2
千
円
、
小
人
千

円
定
員
卜
各
日
と
も
聊
人
申
・
問

先
卜
剛
恵
京
都
公
園
協
会
水
辺
事
業
課
g
(

5
6
0
8
)
8
8
6
9

第
1
7
回
親
子
雪
の
つ
ど
い
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
募
集
身
体
に
障
害
を
持
つ
子
ど

も
た
ち
の
「
そ
り
遊
び
」
の
お
手
伝
い

を
し
て
く
だ
さ
る
方
壷
髣
集
し
て
い
ま

す
。
日
時
卜
9
年
1
月
2
5
日
～
2
6
日

場
所
日
日
光
林
間
学
園
費
用
卜
1
万

円
申
・
問
先
卜
都
立
城
北
養
護
学
校

き
(
3
8
8
3
)
7
2
7
1

・
司
法
書
士
会
無
料
相
談
日
時
卜
毎

月
第
1
・
艮
逕
日
、
午
後
1
時
～
4

時
場
所
卜
東
京
司
法
書
士
会
薪
宿

区
本
塩
町
2
3
番
地
)
申
・
問
先
卜
東

京
司
法
書
士
会

登
(
3
3
5
3
)
9
1
9
1

「
国
の
教
育
ロ
-
ン
・
年
金
資
金
貸

付
」

年
金
教
育
資
金
貸
付
は
、
厚
生

年
金
ま
た
は
国
民
年
金
に
1
0年
以
上
加

入
し
て
い
る
方
が
、
お
子
さ
ん
の
入
学

時
や
在
学
中
の
教
育
費
を
低
利
で
借
り

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

貸
付

限
度
額
凵
学
生
一
人
あ
た
り
1
0
0
万
円

貸
付
期
間
日
8
年
以
内
利
率
卜
3
・

1
0
%
(
H
月
現
在
)
　
問
先
卜
剛
年
金

福
祉
協
会

昔
(
3
5
0
1
)
4
3
7
1

教
育
講
演
会
「
さ
わ
や
か
性
教
育
」

日
時
卜
1
2
月
1
3
日
(
金
)
、
午
前
1
0
時

～
正
午
講
師
凵
村
瀬
幸
治
氏
二

橋
・
津
田
摯
t
(
学
講
師
)
　
場
・
申
・

問
先
卜
都
立
足
立
養
護
学
校
花
畑
分
校
a
(

5
2
4
2
)
2
3
7
1

彎

」存
じ
で
す
か
交
通
遺
児
の
育
成

資
金
・
自
動
車
事
故
に
よ
る
重
度
障
害

者
の
介
護
料
支
給
マ
育
成
資
金
上

家
の
働
き
手
(
父
・
母
)
が
亡
で
な
ら

れ
た
り
、
重
度
の
後
遺
症
害
者
(
自
賠

責
1
～
3
級
)
に
な
弧
れ
た
樊
R
そ

の
家
庭
の
o
歳
～
中
学
卒
業
ま
で
の
お

子
さ
ん
を
対
象
に
、
無
利
子
で
育
成
資

金
を
お
貸
し
し
ま
す
。
貸
付
額
卜
一

時
金
(
1
5
万
1
千
円
)
、
月
額
(
1
万
9

千
円
)
、
小
・
中
学
校
へ
の
入
学
支
度
金
(
4

万
1
千
円
)
※
い
ず
れ
も
一
人
あ

た
り
返
済
方
法
日
中
学
卒
業
後
1
年

据
置
で
2
0
年
以
内
の
均
等
払
い
。
た
だ

し
、
高
校
、
大
学
な
ど
に
進
学
し
た
場

合
は
、
そ
の
閧
は
返
済
を
猶
予
し
、
卒

業
後
6
ヵ
月
据
置
で
2
0
年
以
内
の
均
等

払
い
申
込
卜
随
時
申
・
問
先
日
自

動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
東
京
主
管
支

所
き
(
3
2
6
4
)
3
9
2
1

※
介
護
料
の
支
給
の
制
度
も
あ
り
ま

す
。
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

老
人
会
館
手
芸
教
室

日
時
卜
9
年
1
月
A
月
ま
で
の
第
2

・
4
土
曜
日
、午
後
1
時
～
2
時
3
0
分

対
象
凵
満
6
0
歳
以
上
の
区
内
在
住
の
方

内
容
凵
ち
ぎ
り
絵
、毛
糸
の
ス
ト
ー

ル
ー
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
定
員
H
3
0
人
(

抽
選
)
費
用
卜
無
料
(
材
料
費
一
部

負
担
)
申
込
卜
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
明
記
期
限
卜
1
2
月
1
2
日
必
着

浹
前
期
手
芸
教
室
や
他
の
講
座
を
受
講

中
の
方
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
申

・
問
先
卜
老
人
会
館
〒
閇
一
西
保
木
間

昔
(
3
8
5
9
)
9
7
3
2
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職 員 の 給 与 等 を 公 開 し ま す

幽 旃 嬲 ● 蝙 嵋 眤: こ 釀 戳 く膩 紕 お 蜘l j oi ! 1

羈員a 鎗! i 雌、蟶 方鶯 髏擱法E より、一僣家 ● 蟶・1曹 輿、・ ● ● e 鎗方瓮貪膕

儺l 鳰 擱g 鵬 与 膠● 企 ● s 廝馥員g ● 与 皿b て蠶蔔6a 碁
ごとl 二瑜つてs3 ます。
こ 蟶寤 諳s 二翁づl 冫1r、! sx 奠胃c ミ ● b てi l 碁笥 刑鬯l 搴餮員埀が 、毎年 、特

爾薑羚s 偈庸龠搦贏屬員e 魍l 實牆を儺寰t , 、これと 輿員驢卷を 銘隷l j 、t 6 に

生 攤豐11 亂 働s 鎗方鶯・ 摺 体e 艙与なども 考● b て、 ● ● をf y つrD ま11
轜員の 鰆与朏。ごの魯 會s 二翦づ啻、i ' ● ●髑冫● - t i c ″ 爾員の綸与・4酣i る

耒儺』? ま め6a て13 ま す。

普通会計の支出額に占める人件費軍および職長給率の推移

職員手当の状況 ( S卩威8 傘4 月1 日 現 在)

● 退 廠手 当の1 人 当た り 平均 支 給額 は、 前 年履 に 退輿 した 全 輒糧 に 係る 瞰l に支 給さ れ た平 均 額 です

人件費の状況 ( 平 瞋7 年 纜 魯通 会計 決 算)

* 人 件費 とは 、 一鮫 職・ に 支給 さ れる枋 与 であ る 職員 綿と 区 艮や 議 員な ど 特別 職に 支 給さ れ る給 料 ・ 報酬 ・手 当 の ほ
か 共 済寶( 社会 保険 科の 事 業主 負 担分) など の 合 計を いい ま す
* 魯 通会 計と は、 地 方自 冶 体相 互間 の 比較を 可 晩 とさ せる た め、 全 国同 一 基準 で 集計し た 晩 計上m 計 です

靴員給与費の状況 ( 平鳳8 年 度 黼通 会 計予 算)

* 給 与費 は、 当 初予 節に 計 上さ れ た頷 です
拿i ・ 員 手当 」の う ち主 なも の は 抉 儺手 当、 奠 鬣手 当 、通 勤手 当 、仕 ● 手当 など で 、S ● 手当 は翕 ま れて い ませ ん

雁員の平均給料月額、平均給与月額、および平均年齢の状況 (平成8年4月1日現在)

* 一 般行 政職 と は、 一般 事 務、 土 木技 術、 保 母等 の・ 員 です 。 挾斷 労務 皸と は 、自 動 車 運転 、一 般 作 業、 給 食調 理 等?
“ 翦 畆 。

、 本箍 の みの 平均 月 額で す。 平 呀給 与 月額 は、 嶋 料に 扶 養手 当、 犇 螫手 当 、通 勤 手 当な どの 諸 手 当
を
盂
んだ 平均 月 額で す

* 国の 平 均給 与 月爾 は、 公 喪さ れ てい ませ ん

繖員の初任給の状況 (平成8年4月1日現在)

職員の鰹験年数別・学歴別平均給料月額の状況 (・成8年4月1日輿雇)

一 一
* 経 験 年 数 と は 、 卒 擴 後 巓 ち に 採 用 さ れ 引 き 捷 き 勤 務 し て い る 場 合 は 、 坪 用 後 の 年 数 を い い ま す

一般行政職の級別職員数の状況 ( 平 成8 年4 月1 日 薑 穽) 　
一一一 一一 一一

奉足 立区の 給 与 条例 に基 づく 給 科 表の 顳区 分 によ る 職員 数 です

参禅 舉的な 総 務内 容と は 、 それ ぞ れの 纖に 該 当す る 代表 的な 総 務で す

定数の状況
( 1) 都門別職員数の状況 (各年4月1日現在)

( 2) 平成8 年の廠員数の増減状況

(平成8年4月1日輿在)

昇給期間短縮の状況

特別職の報酬等の状況 ( 平 成8 年4 月1e 現 在) 　
- ‥ ・-一 一

職 員の 給与 等に 関 する

お問い合わせは
職員課給与係へS3880- 51U

㈹

障
害
者
文
化
祭日

程
=
▽
愕
麗
・
・
-
1
2
月
4
日
r
8

日
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
▽
興
台

発
表
会
・
・
・
1
2
月
8
日
、
午
暖
L
時
～

t
t
時
∇
蒿
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
・
・
杤
珂

5
日
F
6
日
、午
後
し
蒔
I
t
時
E
>

餌
に
y
初
(
華
遭
歡
蚕
、妻
覈
室
、

譬
鞍
馬
楔
擬
盾
、ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
)
・
・
・
1
2

月
8
日
、午
前
1
0
時
～
午
後
1
時

q
K
=
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
、竹
の
筱

I
(
公
園
申
・
問
先
非
`
宅
福
祉

課
在
宅
膺
整
係

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

冬
じ
た
く

コ
ー
ト
が
必
要
な
季
節
泥
一
y
か
え
、

今
年
も
溥
歹
と
'
χ
忝
孤
¥
か
。
街

角
の
い
ろ
い
ろ
な
と
'
χ
で
、
匁
ゐ
寒

さ
や
新
し
い
年
に
向
け
、
冬
じ
た
く
を

し
て
い
ま
す
。
あ
な
柔
¥
ば
で
も
、

み
か
け
壽
絮
碧

万
・

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
植
え
込
み

～
元
渕
江

公
園
～

i
g
1
6
日
に
植
え
込
み
し
た

花
囑

眷
が
楽
し
み
・

舎
人
文
化
市
(
ゴ
ボ
ウ
市
)

～
舎
人
氷
川
神
社
境
内
～

▲ 12月15 日( 日) 、 午 鯲S 争 今ヽ 後2 畤 ま で 約

60甎g の ゴ ポ ウの ほ か、 冬 野 菜等 で 市が う ま

り ます

雪つり
～花畑記含庭園～

F
雪
か
ら
樹
木
を
甲
り
ま
す

酉の市～大鷲神社～

● 今 年の 酉の 市l j 】1月8 ・211ヨで した

出
荷
を
待
つ

葉
ボ
タ
ン

～
区
内
花
き
農
家
～

▲ お正 月 用 とし て12月 中 旬以 降 出膏 予定

島
根
神
代
神
楽
～
鷲
神
社
～▲ 11 月 の 一 の 酉 の 日 に 奉 納 さ れ た 神 豪

屋
外
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場

1
2月
1
日
オ
ー
プ
ン

～
す
い
す
い
ら
ん
ど
綾
瀬
～

▲ リ ン クの 広さ は 約7暝Mf

千
住
絵
馬
づ
く
り

‾ml
来 年の 干 支は 丑 ●
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くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合 わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

福

祉

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

2
級
課
程
(
都
共
催
)

日
霑
7
表
1
対
象
H
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
と
し
て
働
く
こ
と
奮
稍
望
、
ま
た

は
既
に
働
い
て
い
る
方
で
、
3
級
課
程

を
終
了
し
、
講
習
期
間
中
、
全
日
程
受

講
で
き
る
区
内
在
住
の
方
定
員
卜
4
4

人
(
抽
選
)
費
用
H
1
万
&
千
円
(
テ

キ
ス
ト
代
)

申
込
H
(
ガ
キ
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
電
話
番

号
、
生
年
月
日
、「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

ー
級
講
習
受
講
希
望
こ

助
記

期
限

裁
皆
稀
日
必
着

申
先
=
障
害
福
祉

計
画
係

〒
閇一
中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

問
先
=
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

関
原

豐
(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

表1　 ホームヘルパー養成講習日程

E実習( 24 胯 間) とし でc) 介護実 習… 2 月17 ・18 ・19 ・a 〕・21 日 のい ず れか2 日( 16 時間) を

選択cy ホ ームヘ ルパー 同 行防問… 2 月17 ・18 ・19 ・印・21 日の いず れか2 日( 8 時間) を

選択
i 会場は一部を除き、 すべて日ノ出町の総合 ボランティアセン ターです

12月は、高齢者福祉手当・
人工肛門用装具等購入費助成金・
難病患者福祉手当・
心身障害者福祉手当( 区制度)
の定例払 月 で す

高
齢
者
福
祉
手
当

1
2月
2
5日
ご
ろ
、
手
当
を
振
ひ
込
み

ま
す
。
各
金
融
機
関
で
支
払
い
を
翼
け

て
ぐ
だ
さ
い
。

人
工
肛
門
用
装
具
等
購
入
費
助
成
金

1
2月
2
5日
ご
ろ
、
助
面
豕
振
り
込

み
ま
す
。
表
2
に
該
当
す
る
方
で
申
請

を
し
て
い
な
い
方
は
、
手
謦
筌
し
て

く
だ
さ
い
。

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
(
区
制
度
)
・

難
病
患
者
福
祉
手
当

1
2月
S
r
n
'
J
f
O
'
手
当
否
振
ひ
込
み

李
y
。
表
3
、
表
4
に
該
当
寸
又
芳
で

申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
、
手
恒

筌

し
て
く
だ
さ
い
。

・い
ず
れ
も

申
・
問
先
日
在
竡
鏐
贏
ま
&
贊
福

祉
事
務
所
(
表
5
)

表2　 人工肛門用装具等購入費助成金

表3　 心身障害者福祉手当

表4　 難病患者福祉手当

表5　 福祉事務所一覧

保育園児を 募集していま す

～

9年4月入園・転園～

お
子
齏
加の
新
規
入
園
杏
莖
撃
右

方
や
、
住
所
の
移
動
な
ど
に
よ
る
転
園

を
希
單
莨
芳
の
申
請
盈
苻
付
け
ま

す
。
受
付
期
間
=
1
2月
1
6日
ま
で
(
申

請
書
は
各
碣
秕
事
務
所
ま
{
ほ
区
民
事

務
所
の
窓
口
で
配
布
}

受
付
場
所
卜

住
所
地
を
管
轄
す
る
福
祉
事
務
所

申

講
に
必
要
な
も
の
卜
7
年
分
所
得
税
額

が
わ
か
る
も
の

黴
泉
徴
収
票
ま
た
は

確
定
里
暑
控
え
。
な
お
、
8
年
分
所

得
税
が
確
定
し
だ
い
8
年
分
の
も
の
を

提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
)
/
8
年
度
固
定

資
産
税
を
証
明
す
る
書
類
(
課
税
さ
れ

て
い
る
方
の
み
)
/
印
鑑

問
先
日
各

福
祉
事
務
所
(
表
5
)

家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
お
考
え
の
方
へ

恁
冱

融
公
庫
吏

ほ
区
の
指
定

す
る
金
融
機
関
か
ら
、
住
宅
改
良
資

命
蒿
借
り
入
れ
て
エ
亊
畧
も
方
に

対
し
、
資
金
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

申
込
の
で
き
る
方
卜
▽
自
己

用
住
宅
の
場
合
…
自
己
裘
ほ
同
居

の
親
族
が
所
有
す
る
住
宅
で
、
引
き

譬

涅

茗
/

区
内
に
1
年
以
上

在
住
し
て
い
る
/
前
年
度
の
総
所
得

金
額
が
瞋
万
円
以
下
で
あ
る

▽
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
用
一
芬
の

場
合
・・・区
分
所
有
者
全
貝
で
構
成
す

る
管
理
髮
i

尼

は

、
こ
れ
に
準
ず

る
管
理
組
合
で
あ
る

※
区
の
指
定

金
融
機
関
お
よ
び
助
成
の
要
件
な

ど
、
く
わ
し
ぐ
は
お
問
い
合
わ
せ
ぐ

だ
さ
い

申
・
問
先
蔬

咆

支
援
係

建
物
を
新
築
等
さ
れ
る
方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、

建
物
螽
梟
し
た
ひ
増
改
築
等
で
出

入
口
を
茖
孑

る
場
合
は
、
あ
ら
た

に
住
居
番
号
(
住
所
)
夲
決
め
る
た

め
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
こ
の
届

け
出
が
な
い
と
正
し
い
住
所
が
決
ま

ら
な
い
た
め
、
住
譛

男
異
動
等
の

手
僣
示
で
き
ま
せ
ん
。
基
礎
工
事

が
終
了
し
た
ら
、
建
築
確
認
一
一
式

(特
に
そ
の
中
の
案
内
図
と
配
置

図
)
か
痔
参
り
冫
急
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
建
物
自
体
は
そ

の
ま
ま
で
も
、
所
有
者
や
ア
パ
ー
ト

等
建
物
の
名
称
が
豕
り
っ
た
場
合
も

届
け
出
が
必
要
で
す
。

問
先
日
住

居
表
示
桓
碼一
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年

金

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料
は
、
翌
月
末
R
が

納
期
限
で
す
。
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

あ
る
と
、
将
来
、
年
金
が
減
額
さ
れ
た

り
鷽
け
ら
れ
な
ぐ
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
保
険
料
の
納
付
に
は
、
納

め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
が
便
利
で

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先

卜
保
険
料
係

6
0歳
説
明
会
を
行
い
ま
す

日
時
卜
卜一
月
1
7
日
(
火
∵
1
8

日
(
水
)
、

午
前
1
0
時
と
午
後
2

時
の
2

回
(

受
け

忖

ほ

、
開
貌

芬

前
か
ら
)

場
所
H

区
忿
町
南
館
1
2
階
会
議
室

対
象
H

昭
和
1
2
年
1

月
2
日
I

昭
和
1
2
年
2

月

―
且
汞
瓦
の
方
(
対
象
者
に
は
別
に

通
知
)

内
容
卜
国
民
年
金
制
度
の
仕

組
み
と
受
給
手
続
き
の
説
明
お
よ
び
傴

別
相
談
(
受
付
順
)

問
先
卜
適
用
係

か
し
こ
く
借
り
て
、し
っ
か
り
学
ぶ

年
金
教
育
ロ
ー
ン

教
育
資
金
貸
付
制
度
は
、
年
金
積
立

金
の
運
用
と
し
て
、
国
民
年
金
、
厚
生

年
金
の
被
保
険
者
に
対
し
て
、
高
校
、

大
学
等
の
入
学
差
等
に
か
か
わ
る
貸
付

業
務
を
行
っ
て
い
ネ
歹
。

対
象
卜
国

民
年
金
、
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
期
間

が
1
0年
以
上
で
、
過
去
2
年
間
す
べ
て

の
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
の
家
族

が
、
高
校
、
大
学
、
専
修
学
校
、
予
龠

校
、
各
種
学
校
に
入
学
、
吏
ほ
在
学

中
の
方
。
た
だ
し
、
年
収
千
2
1
0万円
以

内
の
方

使
途
卜
在
学
中
の
国
民
年
金

保
険
料
、
入
学
準
備
費
用
、
授
業
料
、

下
宿
代
、
受
験
料

限
度
額
卜
国
民
年

金
は
5
0万
円
、
厚
生
年
瘴

鴎
万
円

貸
付
利
率
H
年
利
3
・
1
%

返
済
期

間
=
8
年
以
内

申
先
卜
脚
社
会
保
険

福
祉
協
会

四
(
3
5
9
5
)
3
2
5
7

問
先
日
推
進
係

教

育

就
学
相
談
の
お
知
ら
せ

教
育
研
究
所
で
は
、
来
年
t
月
に
小

学
校
へ
入
学
y
る
、
心
身
に
障
害
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
の

就
学
相
談
を
行
っ
て
い
ホ
y
。
教
育
の

堝
鷺
こ
こ
に
求
め
尽
り
よ
い
か
な
ど
に

つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

日
時
卜
毎
週
月
～

謹
日

親
日
を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
i

時

※
ま
ず
は
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

場
・
申
・
問
先
卜
教
育
研

究
所
就
学
相
談
衵
雪一

四
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

上総湊健康学園
9 年度入園児童募集

上
総
湊
健
康
学
園
(
千
葉
県
富
津

市
)
は
、
房
総
半
島
の
恵
ま
れ
た
自
然

の
中
に
あ
る
足
立
区
唯
一
の
全
寮
制
の

区
立
小
学
校
で
す
。
こ
の
学
園
は
、
規

則
正
し
い
集
団
妲
冢
と
お
し
て
健
康

回
復
を
図
n
な
y
學
力
増
進
を
目
指

す
ら
的
で
設
{
酋
れ
ま
じ
た
。
授
業
内

容
は
区
内
小
学
校
と
全
く
同
じ
で
、
少

人
数
制
の
特
性
牽
年
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
を
尊
雷
于
る
た
め
、
児
童
ほ
伸

び
怦
ぴ
と
し
て
明
朗
活
発
で
す
。
寮
で

は
、保
母
が
親
代
わ
り
と
な
り
、
温
か

い
雰
囲
気
9

笳
で
身
の
回
ひ
の
世
話

に
あ
た
口
ま
す
。
ま
た
、
看
護
婦
も
常

駐
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
「
田
植

え
・
稲
刈
り
」
「
つ
ひ
大
会
」
「
も
ち
つ

覃
(
き
な
ど
の
楽
し
い
行
事
が
い
っ

ぱ
い
。
青
い
海
・
美
し
い
緑
、
そ
し
て

澄
み
切
っ
た
窖
`
、
健
康
回
復
を
図
る

I

対
象

小

学
校
3
年
生
か
ら
1
年
生
で
次
に
該
当
t
S

亶
・
:喘
息
/
屋
両
/
偏
食
/
虚

弱

麦
用
卜
月
額
約
2
万
円
(
食
事

代
・
教
材
賢
等
)

※
家
庭
の
事
情
に

よ
ひ
減
額
・
免
除
の
制
度
が
あ
口
汞
す

申
込
卜
現
在
通
学
し
て
い
る
学
校
の
担

任
・
養
護
の
先
生

期
限
卜
9
年
2
月
1
4

日

間
先
卜
幸
務
課
保
健
給
食
係

教
員
資
格
を
お
持
ち
の
方
へ

資
格
を
生
か
し
ま
せ
ん
か

対
象
卜
中
学
校
の
技
術
、
理
科
、
数
学

の
教
員
免
許
状
を
痔
つ
年
齢
6
0歳
く
ら

い
ま
で
の
方
(
9
年
1
月
取
得
予
定
者

も
貪
む
)

内
容
卜
動
務
時
間
は
応
相

談
(
日
曜
・
祭
E
等
奩
7
)

時
給

日
千
9
2
0
円
以
上

申
込
卜
履
歴
書
を
郵

凖
萋
ほ
窓
口
に
持
参

申
・
問
先
卜

指
導
室
事
務
係

〒
1
2
0
中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

生

活

環

境

都
市
計
画
の
案
を
縦
覧
し
ま
す

都
と
区
で
は
、
次
の
都
市
計
画
の
案

を
縦
覧
を
に
¥
チ

。
こ
の
内
謇
に
意
見

の
あ
る
関
係
者
の
万
は
、
縦
一
期
間
中

都
知
!

袤
ほ
泛
長
に
対
し
て
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
孝
豕
歹
。

東
京
都
市
計
画
道
路
の
変
更

マ
補
助
1
4
0
号
線
…
兔
区
間
H
六
町
四

丁
目
～
西
加
平
二
丁
目
の
各
地
内
▽

補
助
2
5
8号線
…
変
更
区
間
上
【
町
一
丁

目
の
地
内

東
京
都
市
計
画
公
園
の
変
更

▽
六
町
公
園
…
区
域
日
六
町
四
T
自
の

地
内

▽
一
ッ
冢

第
三
公

園
…
区

域

旦

ッ
家
二
丁
目
の
地
内

東
京
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更

▽
扇
一
丁
目
地
区
・
=区
域
H

扇
一
丁
目

の
地
内

▽
梅
島
地
区
・
:
区
域
H

梅
島

一
丁
目
お
よ
び
梅
島
二
丁
目
の
各
地
内

マ
中
央
本
町
地
区
…
区
域
卜
中
央
本
町

一
丁
目
、
中
央
本
町
三
丁
瓩

冫

ぴ
中

央
本
町
四
T
皀
の
各
地
内

▽
舎
人
四

丁
目
地
区
・・・
区
域
卜
舎
人
三
丁
目
、
舎

人
四
丁
目
お
よ
び
舎
人
五
T
自
の
各
地

内

東
京
都
市
計
画
沿
道
地
区
計
画
(
沿

道
整
備
計
画
)
の
変
更

▽
環
状
七
号
縹
A
～
D
地
区
・
:
区
域
日
　

(
A地
区
)
栗
原
一
丁
目
、
島
根
一
丁

目
、
島
根
三
丁
目
、
梅
島
二
丁
目
お
よ

び
梅
島
三
丁
目
の
各
地
内
/
(
R
地

区
)
栗
原
三
丁
目
、
西
新
井
栄
町
二
丁

目
、
西
新
井
栄
町
三
丁
目
、
西
新
井
本

町
一
丁
目
、
西
新
井
本
町
二
丁
目
、
西

新
井
一
丁
目
、
西
新
井
六
T
皀
お
よ
び

西
新
井
七
丁
目
の
各
地
内
/
(
C
地

区
)
平
野
一
丁
目
、
一
ツ
家
一
丁
目
、

一
ツ
家
三
T
皀
、
一
ツ
家
四
丁
目
、
西

加
平
一
丁
目
、
西
加
平
二
丁
目
、
中
央

本
町
五
丁
目
、青
井
五
丁
目
、青
井
六

T
自
、加
平
一
丁
目
、加
平
二
丁
目
、

加
平
三
丁
目
、谷
中
二
丁
目
、谷
中
三

丁
目
、谷
中
四
丁
目
、大
谷
田
一
丁
目
、

大
谷
田
三
丁
目
、大
谷
田
四
丁
目
、東

和
四
丁
目
、東
和
五
丁
目
お
よ
び
中
川

四
工
目
の
各
地
内
/
(
D
地
区
)
新
田

一
丁
目
、新
田
二
丁
目
、鳫
浜
一
丁
目
、

廡
賢
二
丁
目
、颶
浜
三
丁
目
、鹿
浜
四

T
皀
、乖
こ
内
二
丁
目
、椿
一
丁
目
、

椿
二
丁
目
、江
北
三
丁
目
、江
北
五
丁

目
、江
北
六
丁
目
お
よ
g
迪
七
丁
自

の
各
地
内
▽
函
珮
t
号
A
・
B
地
区

…
区
域
卜
(
人
地
区
)
足
立
一
丁
目
、

足
立
四
丁
目
、
中
央
本
町
一
丁
目
、
中

央
本
町
五
丁
目
、
平
野
一
丁
目
、
平
野

二
丁
目
、里
(
月
町
、保
木
間
一
丁
目
、

保
木
間
二
丁
目
、
保
木
閧
三
丁
目
、
西

保
木
聞
一
丁
目
、
竹
の
塚
三
丁
目
、
竹

の
塚
四
丁
目
、
六
月
一
丁
目
、
島
根
一

丁
直

、
島
根
二
T
a
、
梅
隆
一
丁
目
、

梅
島
二
丁
目
、
梅
田
一
丁
目
、
梅
田
二
T

直
お
よ
び
梅
田
七
丁
目
の
各
地
内
/
　
(
R

地
区
)
保
木
間
三
丁
目
、
保
木
間

四
T
目
、
保
木
間
五
丁
目
、
西
保
木
間

一
丁
目
、
西
保
木
間
二
丁
目
、
西
保
木

間
三
T
E
お
よ
び
西
保
木
間
四
丁
目
の

各
地
内

※
地
区
計
画
申
癶
沿
道
地

区
計
画

醍
韲
賚
計
画
)
の
変
更
に

つ
い
て
は
、
先
の
都
市
計
画
法
お
よ
び

建
築
基
準
法
の
改
正
に
よ
る
も
の
で
、

新
た
な
規
制
が
生
じ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん

-
い
ず
れ
も
I

縦
覧
期
間
卜
U
俣
g
～
2
7
日
・
お
よ

び
」
月
6
日

縦
覧
場
所
・
意
見
書
提

出
先
卜
都
市
計
画
係
(
都
市
計
画
道
路

の
謇
見
書
提
出
光
は
、
都
・
都
市
計
画

課
)

問
先
卜
都
市
計
画
係

水洗化が
可能になりました

表
6
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な
Q
F

‥た

。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
下
水
遭
局
小

苛
分
W
1
四
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
廿
ん
制
度

が
あ
ひ
豕
す

問
先
日
計
画
調
整
課
助

成
係

表6　 水洗化可能地域

ひ

ろ

ば

【
投
稿
規
程
】サ
ー
ク
ル
情
報
、

催
し
物
な
と
の
案
内
に
'
舶
用
く

だ
さ
い
。
/
営
利
・
霰

・
政
治

目
的
の
も
の
、
会
費
が
月
額
4
千

円
夲
尋
戞
も
の
、
投
稿
内
容
が

丕
麌
茗
の
は
掲
載
で
鳶
汞
せ
ん

/
1
団
体
1
事
業
/
1
ヵ
月
閧
苒
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は
手
短
か
に
ま
と

め
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
団
体
名
、
費
用
(
入
会
金
、
月
額
、
使

途
な
ど
)
混
記
し
て
、
郵
送
簀
ほ
持
参
/
俚
爾
は
連
絡
し
ま
せ
ん
/

掲
載
後
の
責
任
砿
貝
い
ま
せ
ん
/
サ
ー
ク
ル
募
集
は
先
着
順
/
催
し
物
の

締
め
切
ひ
は
、
冊
竹
日
の
L
力
月
前

投
稿
・
問
先
=
広
報
課

※
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
投
稿
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

〒
1
2
0中央

本
町
1
-
1
7
-
1

・
l
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L
㈹

=
催
し
物
=

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
1
2

月
8

日
(

日
)
、
午
煎

…一
時
～
午
後
1

時
(
雨

天
の
變
-
W

銛

旦
/

し
ょ
う
ぷ

沼
公
園
/

出
店
料
千
円
/

斉
藤

倉
(
3
6
2
8
)
0
4
9
2

☆
足
立
教
育
区
民
大
塋
1
1
2
月
1
3日

(金
)
、
午
後
1
時
3
0分
/
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
/
孑
ど

も
、
父
母
、
教
師
が
一
堂
隘
椚
そ
教

育
鷽
酲
り
合
右
つ
/
入
場
無
料
/
同
実

行
委
員
会
e
(
3
8
4
9
)
0
2
9
7

☆
ガ
レ
ー
ジ
セ
ト
ル
U
以
苜
亘
、

午
前
U
時
～
午
後
t
時
/
東
伊
興
1

1
1
3
-
7
/
大
沢

・
l
(
3
8
5
6
)
2
2
2
8

夜
間
)

☆
水
墨
画
日
本
画
合
同
展
出
品
募
集

酉
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
/
9
年
1
月
5

日
～
…扛
開
催
第
5
回
記
念
蓙
の
出

嵒
苻
中
/
足
立
文
化
あ
し
の
葉
会
/

伊
藤
7
8
8
3
)
4
6
1
4

=募

集
=

☆
合
唱

春
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

(
9
年
4
月
辺
二
日
)
開
催
)
の
た

め
の
混
成
合
唱
団
/
9
年
L
月
よ
ひ
練

習
開
始
/
中
川

四
(
3
8
5
4
)
1
2
5
7

☆
水
曜
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
プ
毎
週
水
曜

日
、
午
前
1
0
時
～
1
1
時
茆
分
/
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千

円
、月
額
x
千
沺
円
/
大
橋

豊
(
3
8
8
3
)
1
9
2
`
D

☆
社
交
ダ
ン
ス
(
足
立
赤
い
く
つ
)

毎
月
4
回
土
曜
日
、午
後
7
時
～
9

時
/
ジ
ル
バ
L
人
材
セ
ン
タ
ー
千
住

支
所
/
入
会
金
1
千
円
、
月
額
1
千

円
/
無
料
体
験
コ
ー
ス
あ
り
/
小
早

川
'

‘
(
3
8
8
3
)
4
3
2
4

☆
茶
道
初
心
者
講
習
会
(
し
め
k
'
)

毎
週
水
曜
日
、午
後
7
時
F
9
時
(
全
1
0

回
)
/
青
年
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
7

千
円
(
1
0回
分
、
茶
菓
子
代
含
9
/

岩
井

言
(
3
8
8
2
)
0
0
6
7

☆
太
極
拳
・
練
功
十
八
法
(
水
曜
ク

ラ
ブ
)

毎
週
水
曜
日
、
午
前
1
0時
1
1
1

時
3
0分
/
舎
人
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

入
会
金
千
円
、
月
額
2
千
5
0
0
円
/

福
崎

・
l
(
3
8
5
3
)
6
5
7
9

☆
ウ
ク
レ
レ
同
墅
=

毎
月
2
回
日

曜
日
、
午
後
F
時
A

時
/
西
部
区

民
ホ
ー
ル
ほ
か
/
入
会
金
千
円
、
月

額
千
円
/
小
林

四
(
1
7
)
7
7
0
6
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ご
覧
く
だ
さ
い

郷
土
博
物
館
の
映
画
会

第
2
土
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
、
各

地
の
伝
統
的
な
春
ら
し
や
祭
ひ
を
記
録

し
た
映
画
を
上
映
し
李
y
。
日
程
等

H
下
表

費
用
日
無
料

場
・
申
・
問

先
卜
郷
土
溥
物
館

登
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

映画会日程

※いずれも土皿日 、時間は午前11 畤

学
び
た
い
!
そ
れ
が
入
学
資
格
で
す

入
学
の
チ
ャ
ン
ス
は
年
2
回

放
送
大
学
9
年
度
第
1
学
期
学
生
募
集

放
送
大
学
は
生
涯
学
習
を
幅
広
く
進

め
る
た
め
、
文
部
省
が
中
心
と
な
っ
て

開
校
し
た
、
テ
レ
ビ
ーラ
ジ
オ
を
便
っ

て
授
業
を
行
う
新
し
い
タ
イ
プ
の
正
規

の
大
学
で
す
。

入
学
試
験
は
な
ぐ
、
1
8歳
以
上
で
知

的
好
奇
心
あ
ふ
れ
る
方
な
ら
ど
な
た
で

ら
入
学
で
さ
ま
す
。

学
部
は
教
養
学
部
で
、
現
在
約
3
0
0
の

科
目
が
6
つ
の
専
攻
に
分
け
ら
れ
、
皆
J
{

ん
の
目
的
に
あ
わ
せ
て
1
科
目
か
ら

学
べ
ま
す
。

全
科
履
修
生
【
大
学
卒
業
を
め
ざ
す

方
】
…
4
年
以
上
在
学
し
面
接
授
業
な

ど
晋
言
め
M
単
位
以
上
と
忝
こ
卒
挈
と

な
り
。「
学
士
(
教
養
)
」
の
学
位
が
取

得
で
瘴
乖
ヂ

。

選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
【
広
く

教
養
を
身
に
つ
け
た
い
方
】
…選
科
履

修
生
は
1
年
間
在
学
す
る
コ
ー
ス
、
科

缸
履
修
生
は
1
学
期
間
(
6
ヵ
月
)
在

学
す
る
コ
ー
ス
。

放
送
授
業
は
学
期
ご
と
に
1
5週
に
わ

た
っ
て
の
授
業
奮
ア
レ
ピ
や
ラ
ジ
オ
で

放
送
し
豕
す
。
な
お
、
放
送
を
視
聴
で

忝
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
東
京
第
三
学

習
セ
ン
タ
ー
(
生
涯
学
習
館
内
)
に
再

視
聴
用
テ
ー
プ
が
備
え
叭
れ
て
い
ネ
歹

の
で
、
想
麌
毎
乖
歹
。
資
料
奮
君

配
布
中
で
す
。
'」利
用
く
だ
さ
い
。

学
習
テ
ー
マ
を
痔
っ
て
、
自
分
の
希

望
す
る
科
目
を
選
択
し
て
学
習
し
ま

す
。
コ
ー
ス
・
費
用
H
左
表
出
願

受
付
期
限
H
9
年
2
月
1
5
R
授
業
開

始
H
9
年
t
月
1
日
間
先
日
放
送
大

学
東
京
第
三
学
習
セ
ン
タ
ー
(
生
涯
学

習
館
内
)

合
(
3
6
0
5
)
2
6
6
1

学費等

※ 放送授業は、おおむね1科目2単位となっておりますので囗 科

目あたりの授業科は多くの場合8 千円となります。なお、上記の
科金には、テキスト( 印刷教材) 代かきまれています

皆さんの声を区政へ生かす広聴ハガキをご利用ください
広聴ハガキは、区役所の受付、区民事務所などの区施設の
窓口にあります。 間先=広聴相談係 魯3880- 5111㈹

情 報 コ ー ナ ー

「ファミリーテニス普及員」
養成 講習 会

区のオリ ジナルニュースポーツ

rファミリ ーテニス』の普及のた
めに、地咳指導員を養成し ます。
全日程を修了し認定試験に合格し
た方は、普及員として各地域体育

館等で活動していただきます。
日 程等= 下 表 対象= 区内在住 ・

在動の20歳以上で尅或指導者を目

指す方 定員=70 人 費用= 無料

申込= 往復ハガ キに、庄所・氏名
(フリ ガナ) ・年齢・電話番号、
フ ァミリ ーテニ ス の経験 の有 無(
経験した場所) を明記 期限=12
月25日必着 申 ・問先= 体育振興

係 〒120中央本町1- 17- 1
03880- 51110 代)

ファミリーテニス普及員講習会日程等

第5 回 都市型工業フォーラム
( 足 立区・荒川区・板橋区・北区)

受 発 注 企 業 情 報 交 換 会 参 加 者 募 集

受発注、技術、販売等の情報を
交換し。企業間の交流を深める情

報交換会を行います。日時=9
年2月12日( 水) 、午後6時～8時
榻所= 板 橋区 成増 区民 セン タ ー
咳 増駅 下車徒 歩5分) 定 員= 匐0

社程度 費用=1 人5 千円 申込=
電話 また はFAXC 会社 名、所

在地、参加人数、電話番号、FAX
番号、担当者をお知らせくださ
い) 期限=12 月27日 申・問先=
産業振興課
03880- 5111( 代)
足立都市活性化センター
S5244- 7313
FAX3870- 5255

冬季区民教養講座
日時=12 月15日( 日) 、午 後1 時30
分 場所= 青年センタ ー 内容=

「江戸の通貨亅「御 殿と御膳所」
講師= 小泉健男氏( 史談会理事) 、

郷 土 博物 館 学芸 員 費 用= 無 料(
先 着80人に資料配付) 申 込= 当
日直接会場へ 問先= 郷土 博物館
酋362C卜9393

ワクワクドキドキコンサート

ミュージカルあり、合唱ありの
楽しいコンサートです。プレゼン

トもあるよ〃日時=12月14日吐) 、
午後2時～4時場・申・問先==
西部児童館 酋3897- 5016

成人の日の集い
新たに虞人としての門出を迎え

る皆さんを祝う「虞人の日の集い」
を行います。対象の方には案内状
をお送りしますので、当日は実内

I状持参のうえ、ご参加ください。
・なお、服装は平服でお願いしま

' す。日時=9年1月15日( 水) 、
・。午後0時30分受付開始、午後1時

。30分開会場所=東京武道館( 綾
、瀬駅下車徒歩5分) 対象=昭和

51年4月2日～52年4月1日生ま
れの方 ※ 会場および付近には、
駐車場があり ません。自動車での
来場はお断りし ます 問先= 青少

年課調整係 官3880- 5111C 代)

らぶらぶ ふぇすた
愛 々 祭 ' 96
『愛でAI DS をつつんでしまおう

』
日時=12月14日( 土) 、午後1時～
6時 内 容= ミ ニ コ ン サ ー ド( J

駟廴民族音 楽、バンド演 奏、楽 器
演奏など) 、ト ーク「愛・性・命、
そし てAI DS 」(助 産婦・釘村千 夜
子氏によ る) 、展示( t ! !二界のAI DS
について) 、喫茶コ ーナー など
場・問先= 青年センター
B3890- 0061

メトロセブン
環七に地下鉄を!
12月PR 活動を展開

環七に地 下鉄( メト ロセブ ン)
を導入しようと足立・葛 飾・江戸
川の3 区 の議会と 行政が一一一体とな
って整備促進運動を展開していま

す。 そのー-環として、区では12月
の1 ヵ 月間、PR 活 動を実 施し て
います。
都で も、葛西臨 海 地 区か ら環

七・環八等を経て、羽田空港に至

る環状公共交通シ ステムを整備す
る必要があるとする内容の調査結
果を 、こ のほど発表しました。
し かし、採算性や財源など解決

し なければならない課題も多く、
さら に調査検討を深めるとし てい
ます。

国 は、「21世紀 に向け ての東 京
圏の新たな交通 のあり方」を目指
し 、現在調査 検討を進めていると
ころです。区としては、この機を

捉え、区民の皆さんと共に、都や
国 に、強く働きかけていく必要が
あ ると考えてい ます。皆さんのご

支援 とご協力をお顆します。 問
先= 都市交通課03880- 51110 代) 　

一一一

携 帯 電 話 使 用 中 の 事 故 が 増 加 中
12月11日～20日

年 末 交 通 安 全 キ ャン ペ ー ン
今回のキ ャンペ ーンの重点は
1 、高齢者と若者の 交通事故防止2
、シート ベルト の着用の徹底

の2 点です。
10月31日現在、都内ではすでに312
人が交通事故で亡くな っていま

す。昨年同期に 比べ死者数は若干
減少し ていますが、 甎牛件数・負
傷者数はこ大幅に増加し ています。
区内では21人も のカカt くなっ

ており、これらの事故を見ると、

歩行中8 人、自転串 乗用中2 人、
二輪車乗車中7 人 、四輪車乗車中4
人となっていて、歩行中の事故

が目立っています。
・高齢者は、歩< 速度 がゆっくり
です。また、耳や目の悪い人も

います。運転中、 見かけたらや
さしい遭転をお 願いします

・運転中の携帯電 話の使用は避け
てくださ い

・夜間、歩くときや自転車に乗る
とき、反射板を付けると、遠く

から でも目立ちます
最 沂、運転中に携帯電 話を使っ
ていて起き る事故が多発し ていま
す。 特に。突然呼び出し 音がなる

受信の時に多くなっています。加
害者に なって から後悔し ないため
にも 、ぜ ひ次のことを守ってくだ
さい。
β 車に乗ったら携帯● 話を使わな
い
じ>もし使う 場合は、車を安全な場

所に止め てから通話する
交通事故の 加害者・被害者にな

らない ために 、交通ルールを守り

まし ょう。 問先= 交通安全係
B3880- 5111< 代)

千住警察署113879- 〔〕110
西新井 警察署03852- 0110
硬瀬薯察署U3620- 0110

届きましたか? リブイン' 96( わたしの便利帳)
各ご家 庭に配布し ましたが、も

う届いたでし ょう か。 まだ届いて

いない方は 、ご連絡ください。問
先= 広報課113880- 5111( 代)
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